
 

 

 

平成 23年１月28日 

各 位 

会 社 名 東京日産コンピュータシステム株式会社

代表者名 代表取締役社長 齊 藤  学

(コード番号 3316 大証) 

問合せ先 経 理 部 長 赤 木 正 人

電話番号 0 3－ 5 4 6 6－ 5 5 3 0 (代 表 )  

 

（訂正）「平成 21年３月期 第３四半期決算短信」の一部訂正について 

 

当社は、平成 23 年１月 12 日付「第三者調査委員会調査報告書の調査報告と過年度決算の訂正概要のお

知らせ」において、過年度決算訂正につきまして、確定次第速やかに開示する旨、お知らせいたしました。 

このたび、その具体的な訂正内容が確定いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

なお、訂正前と訂正後をそれぞれ記載し、訂正箇所には下線  を付して表示しております。 

 

記 

 

1. 訂正の経緯 

平成22年 12月 10日付「第三者調査委員会の設置に関するお知らせ」及び平成23年１月12日付「第

三者調査委員会調査報告書の調査報告と過年度決算の訂正概要のお知らせ」をご参照ください。 

 

2. 訂正を行う決算短信の概要 

決算期 平成21年３月期 第３四半期 

公表日 平成21年２月４日 

 

 

以 上 
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(百万円未満切捨て) 

 
(訂正前) 

(％表示は対前年同四半期増減率) 
  

 
  

 
  

(訂正後) 

(％表示は対前年同四半期増減率) 
  

 
  

 
  
  

 
(訂正前) 

  

 

 
  

(訂正後) 
  

 

平成21年３月期 第３四半期決算短信

1. 平成21年３月期第３四半期の連結業績（平成20年４月１日～平成20年12月31日）

 (1) 連結経営成績(累計)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年３月期第３四半期 6,843   ― 134  ― 139  ― 73  ― 

20年３月期第３四半期 6,367  △1.4 115 △26.3 119 △38.4 △ 24  ― 

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円  銭 円  銭

21年３月期第３四半期 5,869.65 ―
20年３月期第３四半期 △1,955.70 ―

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年３月期第３四半期 6,843   ― 132  ― 137  ― 72  ― 

20年３月期第３四半期 6,367  △1.4 115 △26.3 119 △38.4 △ 24  ― 

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円  銭 円  銭

21年３月期第３四半期 5,763.76 ―
20年３月期第３四半期 △1,955.70 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円  銭

21年３月期第３四半期 2,965 1,505 50.8 119,513.96

20年３月期 3,482 1,513 43.5 120,149.00

(参考) 自己資本 21年３月期第３四半期 1,505百万円 20年３月期 1,513百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円  銭

21年３月期第３四半期 2,833 1,374 48.5 109,049.87

20年３月期 3,351 1,383 41.3 109,790.79

(参考) 自己資本 21年３月期第３四半期 1,374百万円 20年３月期 1,383百万円
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(訂正前) 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した世界的

な金融市場の混乱により、急激な円高・株安が企業収益を著しく圧迫し、設備投資の減退、雇用環境の悪

化が進み、その影響が個人消費の低迷にまで及び、景気後退色が一段と強まってまいりました。 

当社グループの属するＩＴ業界におきましては、ＩＴベンダー間の激しい競争により、ＩＴ商品はより

低価格化が進み、ビジネス環境は依然厳しい状況で推移いたしました。 

このような状況のもと、当社グループは「情報化ライフサイクルサポーター」として、技術の優位性、

業務の卓越性、顧客対応力を強化し、顧客にとってのベストソリューションを提供することにより、より

付加価値の高いビジネスを展開し、新規顧客の獲得と既存顧客との取引拡大を目指してまいりました。 

この結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高6,843百万円、営業利益134

百万円、経常利益139百万円、四半期純利益73百万円となりました。 

事業の種類別セグメントの業績を示すと、次の通りであります。 

① 情報システム関連事業 

情報システム関連事業は、競合先との激しい競争状態によるＩＴ商品の低価格化が進む中、下半期

よりの経済状況の悪化に伴い企業の情報システムに対する投資意欲は急激に減退する中、売上高は

5,475百万円、営業利益につきましては135百万円となりました。 

② 人材派遣事業 

人材派遣事業は、新規登録者数の確保に重点を置き活動をしてまいりましたが、短期派遣の増加及

び契約満了後の継続派遣の取りやめ等により売上高はなかなか伸張しない中、営業費の見直しを行

い、売上高は1,367百万円、営業利益につきましては0.9百万円の損失となりました。 

  

(訂正後) 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した世界的

な金融市場の混乱により、急激な円高・株安が企業収益を著しく圧迫し、設備投資の減退、雇用環境の悪

化が進み、その影響が個人消費の低迷にまで及び、景気後退色が一段と強まってまいりました。 

当社グループの属するＩＴ業界におきましては、ＩＴベンダー間の激しい競争により、ＩＴ商品はより

低価格化が進み、ビジネス環境は依然厳しい状況で推移いたしました。 

このような状況のもと、当社グループは「情報化ライフサイクルサポーター」として、技術の優位性、

業務の卓越性、顧客対応力を強化し、顧客にとってのベストソリューションを提供することにより、より

付加価値の高いビジネスを展開し、新規顧客の獲得と既存顧客との取引拡大を目指してまいりました。 

この結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高6,843百万円、営業利益132

百万円、経常利益137百万円、四半期純利益72百万円となりました。 

事業の種類別セグメントの業績を示すと、次の通りであります。 

① 情報システム関連事業 

情報システム関連事業は、競合先との激しい競争状態によるＩＴ商品の低価格化が進む中、下半期

よりの経済状況の悪化に伴い企業の情報システムに対する投資意欲は急激に減退する中、売上高は

5,475百万円、営業利益につきましては133百万円となりました。 

② 人材派遣事業 

人材派遣事業は、新規登録者数の確保に重点を置き活動をしてまいりましたが、短期派遣の増加及

び契約満了後の継続派遣の取りやめ等により売上高はなかなか伸張しない中、営業費の見直しを行

い、売上高は1,367百万円、営業利益につきましては0.9百万円の損失となりました。 

  

  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報
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(訂正前) 

当第３四半期末の総資産は2,965百万円となり、前連結会計年度末に比べ516百万円減少しておりま

す。これは、主に現金及び預金が86百万円増加、受取手形及び売掛金が609百万円減少したことによる

ものであります。負債については1,459百万円となり、前連結会計年度末に比べ508百万円減少しており

ます。これは、主に買掛金が456百万円減少したことによるものであります。純資産については1,505百

万円となり、前連結会計年度末に比べ８百万円減少しております。これは、主にその他有価証券評価差

額金が18百万円減少しましたが、利益剰余金が10百万円増加したことによるものであります。 

  

(訂正後) 

当第３四半期末の総資産は2,833百万円となり、前連結会計年度末に比べ518百万円減少しておりま

す。これは、主に現金及び預金が86百万円増加、受取手形及び売掛金が609百万円減少したことによる

ものであります。負債については1,459百万円となり、前連結会計年度末に比べ508百万円減少しており

ます。これは、主に買掛金が456百万円減少したことによるものであります。純資産については1,374百

万円となり、前連結会計年度末に比べ９百万円減少しております。これは、主にその他有価証券評価差

額金が18百万円減少しましたが、利益剰余金が９百万円増加したことによるものであります。 

  

2. 連結財政状態に関する定性的情報

(1) 資産、負債及び純資産の状況
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(訂正前) 

5. 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 519,923 433,229 

受取手形及び売掛金 1,371,210 1,980,967

商品 160,857 189,265

仕掛品 28,332 4,401

貯蔵品 308 62

その他 253,937 242,698

貸倒引当金 △13,385 △2,279

流動資産合計 2,321,185 2,848,345

固定資産

有形固定資産  90,231  105,724 

無形固定資産

ソフトウエア 307,033 277,721

その他 227 250

無形固定資産合計 307,260 277,971

投資その他の資産

投資有価証券 86,989 119,346

その他 177,161 149,537

貸倒引当金 △17,600 △18,860

投資その他の資産合計 246,551 250,024

固定資産合計 644,043 633,719

資産合計 2,965,228 3,482,065

負債の部

流動負債

買掛金 537,094 993,799

短期借入金 150,000 170,000

未払費用 199,386 197,903

未払法人税等 21,259 24,956

前受金 194,639 193,102

賞与引当金 55,334 106,691

その他 57,828 57,370

流動負債合計 1,215,542 1,743,824

固定負債

退職給付引当金 196,174 182,244

役員退職慰労引当金 47,635 42,120

固定負債合計 243,809 224,364

負債合計 1,459,352 1,968,188
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（単位：千円） 

当第３四半期連結会計期間末 
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部 

株主資本 

資本金 867,740 867,740 

資本剰余金 447,240 447,240 

利益剰余金 218,339 207,382

株主資本合計 1,533,319 1,522,362

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 △27,444 △8,484 

評価・換算差額等合計 △27,444 △8,484 

純資産合計 1,505,875 1,513,877

負債純資産合計 2,965,228 3,482,065
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(訂正後) 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 519,923 433,229 

受取手形及び売掛金 1,371,210 1,980,967

商品 160,857 189,265

仕掛品 28,332 4,401

貯蔵品 308 62

その他 265,254 254,015

貸倒引当金 △13,385 △2,279

流動資産合計 2,332,502 2,859,662

固定資産

有形固定資産  90,231  105,724 

無形固定資産

ソフトウエア 73,376 46,314

その他 227 250

無形固定資産合計 73,603 46,564

投資その他の資産

投資有価証券 86,989 119,346

その他 267,654 239,114

貸倒引当金 △17,600 △18,860

投資その他の資産合計 337,043 339,601

固定資産合計 500,878 491,889

資産合計 2,833,380 3,351,552

負債の部

流動負債

買掛金 537,094 993,799

短期借入金 150,000 170,000

未払費用 199,386 197,903

未払法人税等 21,259 24,956

前受金 194,639 193,102

賞与引当金 55,334 106,691

その他 57,828 57,370

流動負債合計 1,215,542 1,743,824

固定負債

退職給付引当金 196,174 182,244

役員退職慰労引当金 47,635 42,120

固定負債合計 243,809 224,364

負債合計 1,459,352 1,968,188
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（単位：千円） 

当第３四半期連結会計期間末 
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部 

株主資本 

資本金 867,740 867,740 

資本剰余金 447,240 447,240 

利益剰余金 86,492 76,868

株主資本合計 1,401,472 1,391,848

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 △27,444 △8,484 

評価・換算差額等合計 △27,444 △8,484 

純資産合計 1,374,028 1,383,363

負債純資産合計 2,833,380 3,351,552

－　8　－



(訂正前) 

 
  

(2) 【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円） 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日) 

売上高 6,843,258 

売上原価 5,908,543 

売上総利益 934,714 

販売費及び一般管理費 800,138

営業利益 134,575

営業外収益 

受取利息 1,126 

受取配当金 3,140 

保険配当金 970 

その他 890 

営業外収益合計 6,126 

営業外費用 

支払利息 1,372 

その他 4 

営業外費用合計 1,376 

経常利益 139,326

特別利益 

貸倒引当金戻入額 1,338 

特別利益合計 1,338 

特別損失 

固定資産除却損  339 

投資有価証券評価損 381 

特別損失合計 720 

税金等調整前四半期純利益 139,943

法人税、住民税及び事業税 67,417 

法人税等調整額 △1,431

法人税等合計 65,986

四半期純利益 73,957
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(訂正後) 

 
  

  

（単位：千円） 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日) 

売上高 6,843,258 

売上原価 5,908,543 

売上総利益 934,714 

販売費及び一般管理費 802,388

営業利益 132,325

営業外収益 

受取利息 1,126 

受取配当金 3,140 

保険配当金 970 

その他 890 

営業外収益合計 6,126 

営業外費用 

支払利息 1,372 

その他 4 

営業外費用合計 1,376 

経常利益 137,076

特別利益 

貸倒引当金戻入額 1,338 

特別利益合計 1,338 

特別損失 

固定資産除却損  339 

投資有価証券評価損 381 

特別損失合計 720 

税金等調整前四半期純利益 137,693

法人税、住民税及び事業税 67,417 

法人税等調整額 △2,347

法人税等合計 65,070

四半期純利益 72,623
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(訂正前) 

(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（単位：千円） 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益 139,943

減価償却費 34,307

貸倒引当金の増減額（△は減少） 9,846 

賞与引当金の増減額（△は減少） △51,356 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 13,930 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,515 

有形固定資産除却損 339 

投資有価証券評価損益（△は益） 381 

受取利息及び受取配当金 △4,266 

支払利息 1,372 

売上債権の増減額（△は増加） 612,553 

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,230 

仕入債務の増減額（△は減少） △456,063 

その他 △23,453 

小計 287,279 

利息及び配当金の受取額 4,055 

利息の支払額 △1,337 

法人税等の支払額 △69,622 

営業活動によるキャッシュ・フロー 220,375 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

有形固定資産の取得による支出 △10,280 

無形固定資産の取得による支出 △39,420 

その他 △818 

投資活動によるキャッシュ・フロー △50,519 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の純増減額（△は減少） △20,000 

配当金の支払額 △63,162 

財務活動によるキャッシュ・フロー △83,162 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 86,693 

現金及び現金同等物の期首残高 433,229 

現金及び現金同等物の四半期末残高 519,923 
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(訂正後) 

 
  

  

（単位：千円） 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益 137,693

減価償却費 36,557

貸倒引当金の増減額（△は減少） 9,846 

賞与引当金の増減額（△は減少） △51,356 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 13,930 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,515 

有形固定資産除却損 339 

投資有価証券評価損益（△は益） 381 

受取利息及び受取配当金 △4,266 

支払利息 1,372 

売上債権の増減額（△は増加） 612,553 

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,230 

仕入債務の増減額（△は減少） △456,063 

その他 △23,453 

小計 287,279 

利息及び配当金の受取額 4,055 

利息の支払額 △1,337 

法人税等の支払額 △69,622 

営業活動によるキャッシュ・フロー 220,375 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

有形固定資産の取得による支出 △10,280 

無形固定資産の取得による支出 △39,420 

その他 △818 

投資活動によるキャッシュ・フロー △50,519 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の純増減額（△は減少） △20,000 

配当金の支払額 △63,162 

財務活動によるキャッシュ・フロー △83,162 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 86,693 

現金及び現金同等物の期首残高 433,229 

現金及び現金同等物の四半期末残高 519,923 
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(訂正前) 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

  

 
(注) １．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．事業区分 

 
  

(訂正後) 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

  

 
(注) １．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．事業区分 

 
  

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

情報システム 人材派遣
計

消去又は
連 結

関 連 事 業 事  業 全  社

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

  売 上 高

 (1) 外部顧客に対する売上高 5,475,597 1,367,660 6,843,258 ― 6,843,258

 (2) セグメント間の内部売上高 
   又は振替高

4,325 44,638 48,964 ( 48,964) ―

計 5,479,922 1,412,299 6,892,222 ( 48,964) 6,843,258

  営業利益又は営業損失(△) 135,562 △ 986 134,575 ― 134,575

 情報システム関連事業 ソリューションプロバイダー事業、コンピュータ用品販売事業 等

 人材派遣事業  労働者派遣事業、有料職業紹介事業 等

情報システム 人材派遣
計

消去又は
連 結

関 連 事 業 事  業 全  社

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

  売 上 高

 (1) 外部顧客に対する売上高 5,475,597 1,367,660 6,843,258 ― 6,843,258

 (2) セグメント間の内部売上高 
   又は振替高

4,325 44,638 48,964 ( 48,964) ―

計 5,479,922 1,412,299 6,892,222 ( 48,964) 6,843,258

  営業利益又は営業損失(△) 133,312 △ 986 132,325 ― 132,325

 情報システム関連事業 ソリューションプロバイダー事業、コンピュータ用品販売事業 等

 人材派遣事業  労働者派遣事業、有料職業紹介事業 等
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